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� はじめに
本研究は，部屋の戸口で行われるコミュニケーショ

ンを戸口通信 ���と定義し，これをネットワーク上で実
現させることを目的とする．戸口通信では戸の所有者
および訪問者にインフォーマルコミュニケーション空
間を提供する．インフォーマルなコミュニケーション
空間においては，実世界における「戸口」でのコミュ
ニケーションと同様に，ユーザにとって直感的で簡単
な操作のコミュニケーション手段が提供される．

戸口通信モデルに基づくシステムとして，これまで
に戸口伝言板 ���，戸口ノック ���，戸下通信 ���が提案
された．本稿では，戸口ノックシステムの機能追加と
して，戸の内部と外部のコミュニケーション空間を定
義し，それぞれの空間で異なるコミュニケーションの
場を提供した戸口チャットシステムの提案およびプロ
トタイプ実装について報告する．

� システム概要
本稿の戸口チャットシステムのモデルを図 �に示す．

コミュニケーションシステムツールのひとつである
webチャットでは，ログが残ったり誰でも参加可能な
ために話の内容によっては書きにくい場合がある �例え
ばメールアドレス等�．チャットによってはパスワード
を用いて参加者を限定することもできるが，パスワー
ドを知らないと利用できないために利便性に欠ける．

本研究では，ログの残るチャットと残らないチャット
という性質の違う場を提供し，ログの残らないチャッ
トではその会話の参加者が新規参加者の入室を制限す
ることができるようにした．インフォーマルコミュニ
ケーションを目的とする本システムにおいて，ログが
残る場は立ち話，ログが残らない場は耳打ち，という
実世界のインフォーマルコミュニケーションにそれぞ
れ対応している．これらの場を部屋，そして部屋の境
界を戸と見立て，戸口ノックシステムとして提案およ
びプロトタイプ実装を行った．
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図 �� 戸口チャットシステムのモデル図

� システム設計
��� コミュニケーション空間の実現
従来の戸口ノックシステムに追加する機能を示す．a�

内部チャットと外部チャットのふたつの異なるコミュニ
ケーション空間を表現する機能，b�ドアのメタファを用
いた異なるコミュニケーション空間を移動する機能，c�
ドアのメタファを用いた入室アクセス制御機能，d�内
部チャットは秘密の会話であることが認識できるNDA
（Non	Disclosure Agreement，秘密保持契約）に対応す
る機能．以上の機能について検討を行う．
異なるコミュニケーション空間として外部チャット

空間（ログが記録される）と内部チャット空間（ログが
残らない）に対応するページを用意する．その各ペー
ジ間の移動は，ドア画像のドアノブをクリックするこ
とで空間（部屋間）の移動として表現される．実世界
におけるドア鍵に対応する入室制限機能は，ドアノブ
の画像の変化で表現する．
また，内部チャットは秘密の会話であるため，会話

の内容を口外しないように合意させるNDA（非公開情
報を知りうる者に対して，その情報に関する守秘義務
を求める契約）機能が必要になる．実世界の NDAは，
商談等の前に「オフレコである」ということを相手と
合意する．それに対して本研究における戸口チャット
システムでは，ドアノブをクリックすることとドア鍵
をかけることにより NDAを表現する．
チャット空間の移動を図 �に示す．

��� ネットワーク構成について
本システムの通信はサーバ／クライアント型通信で

ある．戸口ノックシステム ���と同様に，クライアント
はサーバにアクセスする手段として HTTPを用いる．
サーバとの接続後は KCP�Knock	on	the	door Com	
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図 �� 戸口チャットシステムのユースケース図

munication protocol�という独自のプロトコルを用い
てクライアント／サーバ間通信を実現する �図 ��．
本システムではプロトコルデータユニット �PDU�は

戸口ノックシステムのものを拡張している．戸口ノッ
クシステムの PDUは，戸口ノックシステムの ID 情
報，命令情報，データ情報からなり，KCPの命令情報
はノックメッセージ，チャットメッセージ，管理メッ
セージ，からなる．しかし，本システムでは �つのコ
ミュニケーション空間を持つために外部チャット用メッ
セージか内部チャット用メッセージかを区別する識別
子を追加した．

図 �� 戸口チャットシステムのプロトコル

� プロトタイプ実装
��� 実行環境
本システムのプロトタイプは Java言語を用い，サー

バは Javaアプリケーション，クライアントは Javaア
プレットによりプロトタイプシステムの実装を行った．
サーバ側の Javaのバーチャルマシンは JDK�
�
�であ
る．ユーザは Javaアプレットを実行できるWebブラ
ウザを用いて，本システムが設置されたページにアク
セスし，戸口チャットを利用する．Javaアプレットが
実行可能な環境として，Java� JRE�
��以降がインス
トールされているものを推奨する．

��� プロトタイプ画面
図 �は本システムのプロトタイプシステムのクライ

アント画面である．内部チャットでのメッセージのやり

取りは，内部チャットの右側ウィンドウにしか表示され
ず，下側の入室許可／拒否をつけることにより，簡易
的ではあるが，会話の機密性を高めている．また，内
部チャットであるということへの認識はドア画像の色
やドアノブの位置で訪問者は判断することができる．
また、NDAとしては未実装である．プロトタイプの

ドアノブクリックとドア鍵では，オフレコであるとい
う認識は可能だが，NDAの合意はユーザの判断にまか
せた形である．したがって，現在のところ NDAは機
能しているとは言えず，今後，より明確な機能として
実装する必要がある．
なお，図はロックがなされた状態で，ロックが解除
された状態では外部ではドアノブの，内部では窓の×
印が表示されなくなる．

図 �� クライアント実行画面（左側：外部，右側：内部）

� まとめ
本稿では戸口ノックシステムへの機能追加として，会

話の機密性を保持したコミュニケーション空間を提供
する戸口チャットシステムの提案および構築について
報告した．今後の課題として，運用および本システム
の操作性や戸口のメタファのユーザビリティ評価を行
う．そして，評価を通じた改良を行いたい．
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